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咬合様式 正常咬合 過蓋咬合 鉗子咬合 反対咬合 後退咬合 開咬 屋根咬合 交叉咬合 叢生











中　切　歯 （11） 0   （0.0） 1（0.6） 0（0.0） 176（99.4）
側　切　歯 （12） 0   （0.0） 1（0.6） 0（0.0） 176（99.4）
犬　　　歯 （13） 2   （1.1） 0（0.0） 0（0.0） 175（98.9）
第一小臼歯 （14） 3   （1.7） 15（8.5） 0（0.0） 159（89.8）
第二小臼歯 （15） 1   （0.6） 6（3.4） 0（0.0） 170（96.0）
第一大臼歯 （16） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 177  （100）
第二大臼歯 （17） 1   （0.6） 2（1.1） 1（0.6） 174（98.3）
第三大臼歯 （18） 154（87.0） 10（5.7） 0（0.0） 13   （7.4）
左
側
中　切　歯 （21） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 177  （100）
側　切　歯 （22） 0   （0.0） 1（0.6） 0（0.0） 176（99.4）
犬　　　歯 （23） 0   （0.0） 1（0.6） 0（0.0） 176（99.4）
第一小臼歯 （24） 2   （1.1） 15（8.5） 1（0.6） 160（93.4）
第二小臼歯 （25） 1   （0.6） 6（3.4） 0（0.0） 170（96.0）
第一大臼歯 （26） 0   （0.0） 0（0.0） 3（1.7） 177  （100）
第二大臼歯 （27） 2   （1.1） 1（0.6） 0（0.0） 174（98.3）





中　切　歯 （41） 5   （2.8） 0（0.0） 0（0.0） 172（97.2）
側　切　歯 （42） 4   （2.3） 1（0.6） 0（0.0） 172（97.2）
犬　　　歯 （43） 1   （0.6） 0（0.0） 0（0.0） 176（99.4）
第一小臼歯 （44） 1   （0.6） 9（5.1） 1（0.6） 167（94.4）
第二小臼歯 （45） 3   （1.7） 4（2.3） 0（0.0） 170（96.0）
第一大臼歯 （46） 0   （0.0） 1（0.6） 3（1.7） 176（99.4）
第二大臼歯 （47） 0   （0.0） 0（0.0） 1（0.6） 177  （100）
第三大臼歯 （48） 152（85.8） 10（5.7） 0（0.0） 15   （8.5）
左
側
中　切　歯 （31） 2   （1.1） 0（0.0） 0（0.0） 175（98.9）
側　切　歯 （32） 6   （3.4） 1（0.6） 0（0.0） 170（96.0）
犬　　　歯 （33） 2   （1.1） 0（0.0） 0（0.0） 175（98.9）
第一小臼歯 （34） 1   （0.6） 9（5.1） 1（0.6） 167（94.4）
第二小臼歯 （35） 2   （1.1） 4（2.3） 1（0.6） 171（96.6）
第一大臼歯 （36） 0   （0.0） 1（0.7） 3（1.7） 176（99.4）
第二大臼歯 （37） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 177  （100）







乳　側　切　歯 （52） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
乳　犬　歯 （53） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1   （0.6）
第二乳臼歯 （55） 0   （0.0） 0（0.0） 1（0.6） 1   （0.6）
左
側
乳　側　切　歯 （62） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
乳　犬　歯 （63） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0   （0.0）





乳　側　切　歯 （82） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1   （0.6）
乳　犬　歯 （83） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1   （0.6）
第二乳臼歯 （85） 0   （0.0） 0（0.0） 1（0.6） 2   （1.3）
左
側
乳　側　切　歯 （72） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
乳　犬　歯 （73） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
第二乳臼歯 （75） 0   （0.0） 0（0.0） 0（0.0） 2   （1.3）
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図 1．歯列弓の全形 4 例．
A：上顎は放物線形，下顎はＵ字形．上・
下顎右側の第三大臼歯が萌出してい
















































































で10.7%、V 字形（図1の B と C）が10例5.6%、鞍形9例で5.1%、
狭窄は6例で3.4% であった。
　下顎歯列でも、放物線形（図1の C,D）が112例で63.3%






































































半楕円形 放物線形 Ｕ字形 狭窄 V 字形 鞍形
上顎歯列 21（11.9） 112（63.3） 19（10.7） 6（3.4） 10（5.6） 9（5.1）
下顎歯列 3（1.7） 112（63.3） 46（26.0） 2（1.1） 6（3.4） 8（4.5）
最大値 最小値 平均値
歯列弓の実長
上顎 140 106 125.5
下顎 146 102 118.1
歯列弓の長さ
上顎 58 37 49.9
下顎 56 37 44.9
歯列弓の幅
上顎 70 54 61.3
下顎 66 51 58.8
歯列弓示数
上顎 172 98 123.8





























































表 5．前歯の形質  例数（％）
切縁結節
［　 ］内は結節数






［4］0（0.0）   ［3］11（6.2）
［2］107（60.5）［1］3（1.7）




142（80.2） 19（10.7） 0（0.0） 0（0.0） ─




［4］0（0.0）    ［3］11（6.2） 
［2］109（61.6）［1］2（1.1） 
145（81.9） 29（16.4） 0（0.0） 0（0.0） ─
側切歯（22）
［4］0（0.0）   ［3］1（0.6） 
［2］70（39.5）［1］12（6.8）
146（82.5） 19（10.7） 0（0.0） 0（0.0） ─










［4］0（0.0）    ［3］0（0.0） 
［2］37（20.9）［1］2（1.1）
─ ─ ─ ─ ─




［4］0（0.0）    ［3］0（0.0） 
［2］62（35.0）［1］0（0.0）
─ ─ ─ ─ ─
側切歯（32）
［4］0（0.0）     ［3］0（0.0）
［2］35（19.8）［1］1（0.6）
─ ─ ─ ─ ─


















































やや小型 樽状歯 栓状歯 円錐歯 犬歯化 先天欠如
上
顎
右側 側切歯 （12） 73（41.2） 6（3.4） 1（0.6） 3（1.7） 0（0.0） 0（0.0）





図 2．上顎前歯のシャベル型 , 上顎側切歯の退化型 , 犬歯の唇側転位 , 下顎切歯の欠如 .
A: 二重シャベル型上顎切歯の唇側面　　　　　　B: 左右側の上顎側切歯が樽状歯（矢印）






































第一小臼歯　（14） 86（48.6） ── 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（15） 0（0.0） ── 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（16） ── ── 0（0.0） 27（15.3） 0（0.0）
第二大臼歯　（17） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第三大臼歯　（18） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
左
側
第一小臼歯　（24） 92（52.0） ── 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（25） 1（0.6） ── 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（26） ── ── 0（0.0） 26（14.7） 0（0.0）
第二大臼歯　（27） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）





第一小臼歯　（44） ── 0（0.0） 1（0.6） ── ──
第二小臼歯　（45） ── 59（33.3） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（46） ── ── 0（0.0） ── ──
第二大臼歯　（47） ── ── 1（0.6） ── ──
第三大臼歯　（48） ── ── 0（0.0） ── ──
左
側
第一小臼歯　（34） ── 0（0.0） 2（1.1） ── ──
第二小臼歯　（35） ── 55（31.1） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（36） ── ── 0（0.0） ── ──
第二大臼歯　（37） ── ── 0（0.0） ── ──



















































































































































　 4 4 − 3 ＋ 3 3 − 矮小 不明
右
側
第一大臼歯 （16） 172（97.7） 0　（0.0） 2　（1.1） 2　（1.1） 0（0.0） 0（0.0） 0　（0.0）
第二大臼歯（17） 9　（5.1） 22（12.6） 76（43.4） 61（34.9） 0（0.0） 1（0.6） 6　（3.4）
第三大臼歯（18） 0　（0.0） 0　（0.0） 0　（0.0） 1　（7.7） 0（0.0） 0（0.0） 12（92.3）
左
側
第一大臼歯（26） 172（97.2） 2　（1.1） 2　（1.1） 1　（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 0　（0.0）
第二大臼歯（27） 10　（5.7） 20（11.4） 79（45.2） 57（32.6） 0（0.0） 2（1.1） 7　（4.0）
第三大臼歯（28） 0　（0.0） 0　（0.0） 0　（0.0） 1　（7.7） 0（0.0） 0（0.0） 12（92.3）
表 10．下顎大臼歯の裂溝型と咬頭数　例数（％）
　 Ｙ 5 Ｙ 4 ＋ 5 ＋ 4 Ｘ 4 Ｘ 5 ＋ 1 Ｙ 6 不明
右
側
第一大臼歯（46） 149（84.7） 0（0.0） 16   （9.1） 8   （4.5） 0（0.0） 0（0.0） 3（1.7） 0   （0.0）
第二大臼歯（47） 16   （9.0） 0（0.0） 23（13.0） 127（71.8） 4（2.3） 0（0.0） 0（0.0） 7   （3.9）
第三大臼歯（48） 0   （0.0） 0（0.0） 0   （0.0） 3（18.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 12（81.3）
左
側
第一大臼歯（36） 151（85.8） 0（0.0） 15   （8.5） 7   （4.0） 0（0.0） 0（0.0） 3（1.7） 0   （0.0）
第二大臼歯（37） 25（14.1） 0（0.0） 26（14.7） 115（65.0） 3（1.7） 0（0.0） 1（0.6） 7   （3.9）





































































　 三角形型 平行四辺形型 不明
右
側
第一大臼歯（16） 2   （1.1） 1（0.6） 0   （0.0）
第二大臼歯（17） 57（32.8） 1（0.6） 0   （0.0）
第三大臼歯（18） 1   （7.7） 0（0.0） 12（92.3）
左
側
第一大臼歯（26） 1   （0.6） 0（0.0） 0   （0.0）
第二大臼歯（27） 77（44.3） 1（0.6） 0   （0.0）



































先天欠如 半埋伏 矮小歯 抜　歯 正　常
上
顎
右側 第三大臼歯（18） 154（87.0） 4（2.2） 1（0.6） 10（5.7） 8（4.5）
左側 第三大臼歯（28） 156（88.1） 5（2.8） 0（0.0） 8（4.5） 8（4.5）
下
顎
右側 第三大臼歯（48） 152（85.8） 12（6.8） 0（0.0） 10（5.7） 3（1.7）

























中　切　歯 （11） 4（2.3） 0（0.0） 29（16.4） 16（9.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
側　切　歯 （12） 0（0.0） 16（9.0） 18（10.2） 4（2.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
犬　　　歯 （13） 14（7.9） 3（1.7） 19（10.7） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一小臼歯 （14） 1（0.6） 9（5.1） 8（4.5） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯 （15） 2（1.1） 0（0.0） 4（2.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯 （16） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二大臼歯 （17） 20（11.3） 7（4.0） 3（1.7） 2（1.1） 0（0.0） 10（5.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第三大臼歯 （18） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4（2.3）
左
側
中　切　歯 （21） 3（1.7） 0（0.0） 18（10.2）20（11.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
側　切　歯 （22） 0（0.0） 12（6.8） 11（6.2） 3（1.7） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
犬　　　歯 （23） 10（5.7） 0（0.0） 17（9.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一小臼歯 （24） 2（1.1） 15（8.5） 18（10.2） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯 （25） 4（2.3） 6（3.4） 7（4.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯 （26） 0（0.0） 5（2.8） 2（1.1） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二大臼歯 （27） 14（7.9） 0（0.0） 2（1.1） 1（0.6） 0（0.0） 8（4.5） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） ── ──





中　切　歯 （41） 4（2.3） 3（1.7） 20（11.3） 7（4.0） 3（1.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
側　切　歯 （42） 0（0.0） 19（10.7） 15（8.5） 1（0.6） 5（2.8） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
犬　　　歯 （43） 4（2.3） 1（0.6） 26（14.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一小臼歯 （44） 2（1.1） 1（0.6） 8（4.5） 0（0.0） 7（4.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯 （45） 0（0.0） 3（1.7） 7（4.0） 0（0.0） 12（6.8） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯 （46） 0（0.0） 1（0.6） 3（1.7） 0（0.0） 20（11.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二大臼歯 （47） 1（0.6） 0（0.0） 2（1.1） 1（0.6） 19（10.7） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） ── 1（0.6）
第三大臼歯 （48） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 2（1.1） 13（7.3）
左
側
中　切　歯 （31） 0（0.0） 2（1.1） 19（10.7） 2（1.1） 4（2.3） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
側　切　歯 （32） 1（0.6） 18（10.2）19（10.7） 1（0.6） 5（2.8） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
犬　　　歯 （33） 4（2.3） 2（1.1） 18（10.2） 1（0.6） 2（1.1） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一小臼歯 （34） 1（0.6） 1（0.6） 7（4.0） 0（0.0） 4（2.3） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯 （35） 2（1.1） 1（0.6） 12（6.8） 0（0.0） 7（4.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯 （36） 0（0.0） 1（0.6） 1（0.6） 1（0.6） 15（8.5） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二大臼歯 （37） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.6） 1（0.6） 24（13.6） 0（0.0） 2（1.1） 1（0.6） 0（0.0） 1（0.6） ── 1（0.6）
















































































































































































新人・現代人段階　（2・1・2・3 ＝ 32）　半円形　大臼歯の小型化 12   （6.8） 2   （1.1）
中間型段階　　　 （2・1・2・2 〜 3 ＝ 29 〜 31 本） 第三大臼歯の退化 28（15.8） 22（12.4）
未来型現代人段階   （2・1・2・2 ＝ 28） 　第三大臼歯の退化 119（67.2） 115（65.0）
未来人段階（上顎側切歯などその他の歯の退化，乳歯の晩期残存など） 18（10.2） 38（21.5）
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歯では15.0% であった。第二大臼歯と第三大臼歯では見ら
れなかった。下顎大臼歯に出現するプロトスタイリッドは5
例（1.4%）のみ見られた。
　10）上顎大臼歯の咬頭表示については、これまでの研究
よりもかなり咬頭数の退化が進んでいる結果が得られた。
本研究では、青年期女性で、上顎大臼歯の退化傾向が、第
三大臼歯だけでなく第二大臼歯から第一第一大臼歯にまで
及んでいることを示している。
　11）下顎大臼歯でも5咬頭から4咬頭への退化が進んでい
る傾向が見られた。
　12）歯の位置の異常は転位・回転・傾斜など様々なもの
が見られ、萌出の異常や乳歯の晩期残存も認められた。上
顎第二大臼歯の半埋伏と矮小歯も見られた。
　13）歯の数が減少するだけでなく、歯列全体を構成する
歯が全体的に小さくなっている例が多く認められた。スン
ダドント（スンダ型歯形質）という遺伝的な現象なのか、
歯の退化の現象なのか、今後検討が必要である。
　14）以上の結果から、青年期女性で、歯の退化傾向が、
上顎側切歯の矮小化、とくに上顎において第二大臼歯から
第一大臼歯へと退化傾向が進んでいることが明らかにされ
た。
　今後、さらに症例を増やし、以上の所見を確認あるいは
再検討してゆきたい。
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